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 なお，提出された投稿論文は，本研究会にて選考させていた

だきます． 

 

④勉強会の実施 

 昨年度２月に，編集部 

主催の勉強会を都立立川 

高校にて実施しました． 

３名の編集部員による発 

表と東京都教職員研修セ 

ンター教授の佐藤公作先 

生から講演をいただきま 

した． 

 勉強会の記録として， 

小冊子作成(紙上発表を 

含め４名)しました． 

 今年度も２月頃に実施 

する予定です． 

 

⑤編集部へのお誘い 

 今年も編集部への勧誘を積極的に進めてまいります．現在，

編集部員は21名です． 

 華々しい研究活動と違い，各分科会や研究協議での講演や発

表などの様々な活動をまとめたり，原稿を依頼したり，集めた

りと，地道な活動です．しかし，編集の企画，計画にも関わり

ながら，研究会の活動全体を知る機会にもなると思います．是

非，奮って，ご参加ください． 

 

             文責 編集部 肥田成悦(立川高) 

平成26年度の編集部の活動予定を紹介します． 

 

①研究集録51号の発行 

 平成27年３月発行を目指して，取り組んでいます．また，教

育課程特別委員会とも連携して，新学習指導要領に関する研究

も掲載する予定です． 

 今年度新規事業として，２年前から検討している研究集録の

バックナンバーについても，事務局と連携して都数研のウェブ

ページに掲載するための準備を進めています． 

 

②デジタル会報の発行 

 昨年度より，10年間途絶えていた会報をデジタル会報として

復活いたしました．事務局と連携して，都数研のウェブページ

から閲覧ができるようにしています．今年度は10年前までの会

報もデジタル化して都数研ウェブページに掲載する準備を始め

ます． 

 

③研究集録に掲載する投稿論文募集 

 詳細は未定ですが，夏休み前までに，投稿論文の詳細を都数

研のウェブページにて連絡します． 

 投稿論文は，「数学教育研究を通して高等学校の数学教育の

発展を図り，社会の発展に貢献する」という東京都高等学校数

学教育研究会の設立趣旨にかなった，実践に役立つ各分科会で

の研究，交流，協議の成果をまとめたものとします．また，最

近の数学教育や生徒の実態についての私見や情報交換も含む内

容のものとします． 

 

都数研ウェブページへの会員ページについて 

 

 都数研のウェブページのカテゴリーの中に，「会員

へのお知らせ」があります．この「会員へのお知ら

せ」は，会員となられた方に後日，事務局から会員

ページへの「ログイン ID」と「パスワード」がお知

らせされます． 

 この「会員へのお知らせ」には，都数研宿泊研修

会の写真，各研究会の案内や大会の案内文等が多数

掲載されています． 

 また，研究協議会の報告，各研究会や特別委員

会，部会等の報告に加えて，最近発行された都数研

の研究集録も閲覧することができます． 

 

        文責 事務局 吉崎健太(立川高) 

編集部だより 

事務局だより 


